
第 1回 教育フォーラム

O テ ー マ  教 員の実践力向上を考える

O 主   催   和 歌山大学教育学部 ・和歌山県教育委員会

O 日   時   平 成 18年  2月  3日 (金曜日)

午前 10:00～

O 会   場   ア バ 回―ム紀の国

〒640‐8262和 歌山市湊通丁北 2丁 目 1‐2

電話(073)436‐1200

0 参 加者数  約 250人

O 対 象範囲  国 立大学教員養成系大学 ・学部の教職員 ロ

都道府県教育委員会 '市 町村教育委員会 ロ

各学校教職員 ・PTA・ 地域 。その他関係者

O 日   程

9:00～    受 付開始

10100～    開 会行事 ・開会挨拶

挨 拶   【 小田  章 】 和 歌山大学長

【小関 洋 治】 和 歌山県教育委員会教育長

【藤本清二郎】 和 歌山大学教育学部長

10:15～    基 調報告

「ジョイン ト・カレッジの取組を中心として」

【川本 治 雄】 和 歌山大学教育学部教授

【池田八主雄】 和 歌山県教育委員会小中学校課副課長

シンポジウム 「教員の実践力向上を図るには」

ヨーディネーター 【市川 純 夫】和歌山大学教育学部教授

パネリス ト   【 森   透 】福井大学教育地域科学部教授
パネリス ト   【 西原 孝 幸】和歌山県教育委員会小中学校課長

パネリス ト   【 松平 匡 勝】和歌山県中学校長会会長

(和歌山市立東和中学校長)

パネリス ト   【 大江 嘉 幸】和歌山県高等学校長会会長

(和歌山県立桐蔭高等学校長)
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1 2

1 3

00～   昼 食 ・休 憩

00～   基 調講演  『 教 員の実践 力向上 に向 けて』

講師  横 須 賀  薫  宮 城 教 育 大 学 長

20～   移 動 ・休 憩

30～   分 科会

1 4

1 4

I 「 ジ ョイ ン ト ロカ レッジ」分科会

(1)院 生 ・学生 に よる 「学 びの軌 跡」の報告

①学校マネジメン トカ量形成ヨース受議院生

【西條 哲 司】和歌山大学大学院教育学研究科

教育学専攻 (粉河高)

②科学教員養成コース受議院生

【出回 弘 美】和歌山大学大学院教育学研究科

2回 生 (12期 生)

③地域文化コミュニケーター受講院生

【山入 桂 吾】和歌山大学大学院教育学研究科

社会科教育専修 (和歌山北高)

④へき地 ・複式教育実習参加学生

【今北 知 志】和歌山大学教育学部 (4回 生)

(2)報 告を受け分科会 パ ネルディスカッション

コーディネーター 【n7AR越  勝 】和歌山大学教育学部教授

パネリス ト   【 原  清 治】佛教大学教育学部教授

パネリス ト   【 板橋 孝 志】和歌山県教育委員会県立学校課長

パネリス ト   【 西垣内朋之】和歌山県PTA連 合会会長

パネリス ト   【 中前 光 雄】和歌山県立伊都高等学校長

(3)ま とめ    【 松越  勝 】和歌山大学教育学部教授

I 「 教員の力量形成」分科会

(1)実 践発表

①学校の教育課題と研修 ・研究について
～カリキュラムセンター機能等の情報提供 ・研修 ・研究への期待～

【澤竹 孝 幸】和歌山県立南部高等学校教頭

②長期研修員研修成果の還元について

【井上 寿 子】和歌山県教育センター学びの丘長期研

修員

(有田市立保田中学校教諭)

③学力診断テス ト等学力調査と授業改善について
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【中西 克 氏】那智勝浦町立勝浦小学校長

(2)パ ネルディスカッション

コーディネーター 【岸田 正 幸】和歌山県教育委員会総務課教育企画員

パネリス ト   【 松浦 善 満】和歌山大学教育学部教授

パネリス ト   【 ′l 倉ヽ  康 】国立教育政策研究所教育課程

研究センター基礎研究部総括研究官

パネリス ト   【 稲井 邦 通】和歌山県小学校長会会長

(和歌山市立三日小学校長)

パネリス ト   【 吉松 敏 隆】和歌山県教育センター学びの丘所長

(3)ま とめ    【 小山 宣 樹】和歌山県教育センター学びの丘

研究開発課長

16:50～ 55   閉 会行事 ・閉会挨拶 各 分科会にて

① 「ジョイン トEカ レッジ」分科会

【池際 博 行】和歌山大学教育学部教授

② 「教員の力量形成分科会」

【吉松 敏 隆】和歌山県教育センター学びの丘所長

17:45～     懇 親会
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